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チェンマイと「暁の寺」 
 
研 究 参 与  加 藤 幸 三 郎 
 
１）チェンマイの「一村一品運動」 
 
昨秋 10 月に、始めてのインドのニユーデリー（共著『日本の農業 150 年』有斐閣刊の英訳
版完成・引取の為）とアーグラ（周知のようにタージマハル）・ジャイプール（中世都城や天文
台など）など訪問・見学した帰路、遅れたインド航空機が深夜にニューデリー空港離陸後、数
時間たった翌早朝「給油」のため、バンコク空港に着陸して一驚したこともあって、今回の「タ
イ調査旅行」は「インド」との回想とだぶってしまう。 
ところで帰国後、たまたま手にした今は亡き「パレスチナ＝キブーツ」の研究者だった大岩
川和正さんの論文が収録されている『アジアの農村』（大野盛雄編著、東大出版会、1969 年刊）
に、友杉孝氏の「ムーバン＝サンカプトング、北部タイの米作農村」という論稿を発見した。
この Muban Sankaptong はチェンマイ Chiang Mai 盆地の一米作農村で東方 18 キロに位置
する。タイの行政組織は、71 に分けられた県（チャングワット・Changwat）の 6～8 にわけ
られた郡（アンプー・Amphoe）、さらに 5～8 の小区（ムーバン・Muban）に細分され、小区
はタイ全土で四万余あるという。県・郡の役人は内務省官吏で役場で執務するという。区長・
小区長は当該地区の住民で官吏ではなく、区長は小区長の互選できまり、小区長は小区の住民
の選挙できまる。区長・小区長の選出には郡役場の承認が必要とされ、小区長は郡役場に出頭
して役人と連絡をし、内務省の命令・伝達が地方のすみずみまでゆきわたることが可能であっ
たという。 
この報告では、チェンマイは当時人口 7 万の市街でチェンマイ盆地の中心地であると共に北
部タイ第一の都市であった。ビルマとタイに挟まれた緩衝土候国で、19 世紀にビルマがイギリ
スに敗れたあと、この土候国はタイに決定的に属することとなった。そしてタイ中央政府の直
接支配に入ってからも北部第一の都市として発展し、その物質的基礎はチェンマイ盆地の生産
力の高さにあり、農業では、米作のほかに、ゴマ・ピーナﾂツ・大豆・ニンニク・たばこなどが
労働集約的に生産され、家内工業でも、織物・銀器・木製品・日傘・瓦・練炭なども特産物と
して、たとえば、サンカペンの絹織物・パサンの仕事着というような衣料も盛んに製造されて
いた。これらの諸産物はチェンマイの特産物として土産物ともなり、バンコクにも出荷され、
また周辺山地に居住するミャオ・カレンなどの諸山地民族との交易も多かった、といわれてい
る。1990 年代に恵泉女学園から、このチェンマイにあるパヤップ大学にボランテｲアとして派
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遣された杉山信太郎農学博士は、1997 年 7 月から野菜栽培を始め、トヨタ財団からの助成も
受けて稲作・果樹と栽培範囲を拡大していった。そこでタイ・チェンマイ地域では 43 種類の
果樹・野菜などの畑地に「病虫害」が全く見られないのに気づいた。ここに「生物多様性の利
用の極地」を発見する。「熱帯の生物多様性を利用しての病虫害を防ぐ方法」を案出してゆくの
である。 
当時、タイの有機農業運動は多くの場合、日本のように「農薬被害」が判明した結果、有機
農業運動が始まったのではなかったという。農民の貧困、従来の「商業的農業」に対する反省、
国内の産業化による農村社会の変動に加え、経済不況による農業への影響などを背景にして、
「新しい農業のあり方」を求める運動として発生・展開をみたという。当然に「有機農業」と
いっても、お金がかからず、農民と村の生活を守り、さらに「自然」を大切にする「もう一つ
の農業 Alternative Agriculture」という側面が求められるとともに、他方、近年いろいろなメ
デｲアを通じて「自然」や「環境」への保護が呼びかけられるにつれて、都市住民からの「有機
農産物」への要望もたかまりつつある状況にあった。杉山博士の調査でも、当時のバンコック
に 70 箇所ほどの「有機農産物店」が開かれていて、チェンマイなど北部地方でも、1，2 店開
かれていたという。また農業普及所などでは、有機農業者に「種子・防虫用ネット」を援助し
ていたが、実際に農薬使用の現状は、すでに DDT やパラチオンは販売されていないまでも、
日本ではすでに禁止されたパラコート（グラモキソン）や CNP（M0 またはエムオン）という
除草剤は、多く使用されていたようである。有機農業の方法としては、日本・韓国から伝わっ
た方法の他に、最近ではタイ国独自の「ニーム（和名インドセダン：昆虫やエビ・カニなど節
足動物だけを殺し、人畜無害で食用にもなる植物）」の種子の葉の汁液を利用する方法も行われ
ていた。さらに、王立プロジェクトとして稲作・果樹・畜産・養魚等を組み合わせた、環境利
用によって「複合農業のモデル」が試みられ、その成果で国王は「名誉博士号」を受けられた
という（以上は、『トヨタ財団レポート』No、91、Apr、2000、1 頁）。 
このように考えてくると、「一村一品運動」も単純に日本を真似たのではなく、従来の多面的
な住民運動の成果とも考えられる。われわれも見学した「モデル・シップ」や「銀細工」といっ
た「家内工業」的手工業もそのような歴史的状況を踏まえての存在とも考えたほうがよいので
はあるまいか？ 
 
２）バンコクの都市形成の歴史的意味 
 
そもそもバンコクは「Ｂａｎｇ（水路または水路沿いに形成された村）」と「コークＫｏｋ（マ
コークＭａｋｏｋ、オリーブの一種）」の合成語で、「紅葉樹の郷」を意味するという。その昔、
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この土地にマコークの果樹園が広く見られたため土地の人々によりこのように呼称されたとい
われる。事実、現王宮・エメラルド寺院の対岸にあり、今日「暁の寺」として有名なワット・
アルンは、かつて「マコーク寺」とも呼ばれていたのである。 
ところで、このバンコクを都市形成史の観点からみると以下二つの点が重要だといわれる。
つまり、バンコクが歴史的には「国王の住みたもう王都」、「宗教・仏教の中心都市」、「貿易・
商業都市」の三位一体として発展を遂げてきたにも拘わらず、19 世紀末以降は王都より貿易都
市としての機能が著しく拡充し、王都として建設された都市インフラ（城壁・環濠・運河など）
の枠をこえて、市街地が形成・発展していったことの二点がそれである（以下は、大阪市立大
学経済研究所編『世界の大都市 6 バンコック・クアラルンプル・シンガポール・ジャカル
タ』所収の末廣 昭氏の論稿、東京大学出版会、1989 年刊による）。 
もともと東南アジアの都市は、その機能に着目すると、大きく 2 つの類型に分けられる。ひ
とつは、農業地帯を後背にもち、王都として発展をとげた「内陸立地型政治都市」であり、も
う一つは、アラブ世界―インド―中国の海上交易を中継し、もっぱら貿易都市として発展を遂
げた「沿岸立地型都市」がそれであるという。前者の代表は、アンコール・ワットやジョグジャ
カルタ、スコータイなどであり、後者の典型としては、マラッカ、シンガポール、クアランプ
ル、バタヴィアなどが挙げられる。こうした中でタイのアユタヤとバンコクは、当初から王都
と貿易都市が融合する形で成立し、発展を遂げてきた。例えば、アユタヤは方形の城壁に囲ま
れ、宮殿を内にもつ王都でありながら、同時にヨーロッパ人、中国人、日本人、ペルシャ人、
インド人、マレー商人が出入りする極めて国際的な貿易都市でもあった。この点は、バンコク
も全く同じであり、当地は宮殿と寺院と外国人商社が共存する多機能・多民族の都市だったの
である。しかし歴史的形成という視点からみると、19 世紀半ばまでのバンコクは主として「王
都」として発展を遂げた時期と見做しうるのに対し、19 世紀後半以降は、「貿易都市」として
の役割がより強化された時期と考えられる、という。 
ところで、「王都」建設は、①まず軍事要塞基地として構想され、チャオプラヤー河と内濠（クー
ナコン運河）で四方を囲み、さらにその内側に高さ 3 メートル以上の城壁を張り巡らす「環濠
城壁都市」となった。②さらに、バンコクがビルマ軍に破壊された旧都アユタヤの復興・再現
を目指して建設された。事実、宮殿・運河・寺院などの建物の配置については、アユタヤの構
図が常にモデルなった、といわれる。たとえば、マハーナーク運河の掘削やサゲット寺（通称
黄金山寺）の建設の場合には、アユタヤ時代と全く同じ方位と建造物の再現が意図され、廃都
アユタヤの煉瓦を使ってバンコクの城壁が建造されたのも、そのひとつの表現ともいえよう。
③バンコク遷都がアユタヤやトンブリー（現在、ウオンウイアン・ヤイ鉄道駅やデパートが集
中している）と同じく、対外交易の「地の利」を念頭において実現されたといわれ、中国との
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「帆船貿易＝朝貢船」も活発に行われていた。 
さらに、バンコクの「都市象徴性あるいは仏教宇宙観」からみると、バンコクの建設は「仏
教の『倶舎論』が説く須弥山思想・宇宙観と不可分の関係にあった」といわれる。そもそも「国
王を神の化身」とする考え方は、バラモン教の神王思想に端を発するが、この考えはタイにも
輸入されて、古くから人々の間に浸透していたのである。バンコクの「正式名称」であるクル
ンテープ･･････が「インドラ神の造りたもう崇高なる都城」を意味したのもその理由からであっ
て、外国人がいう「バンコク（紅葉樹の郷）」ではなくて何よりも「クルンテープ（神の都）」
でなければならなかったのである。 
 
３）「暁の寺 ワット アルン」をめぐって 
 
周知にように「暁の寺」は、三島由紀夫の小説『豊饒の海』の第 3 部の主題のモチーフとし
て有名である。岩波版『仏教辞典』にも収録されているように、バンコクのチャオープラヤー
河西岸に位置し、王宮裏から渡し船で数分もかからない場所に位置する。タークシン王（在位
1767～82）がトンブリーに都を樹立する際、この寺に到着したのが丁度暁の頃であったのに由
来するという。タークシン王はこの古寺を修復して王宮内の王室守護寺院とし、1779 年にのち
のラーマ 1 世（在位 1782～1809）がラオスから持ち帰ったエメラルド仏を安置した。ラーマ
1 世がバンコクに王朝を開くと、この仏像は 1784 年にワット プラケオ（王宮内にある王室
の守護寺院：正式にはワット プラ シ ラタナッサダーラム）に移された。「暁の寺：ワット 
アルン」の高さ 74 メートルの仏塔は、ラーマ 3 世（在位 1824～51）によって完成したが、そ
の砲弾状の頂はシヴァ神の象徴であるリンガ（Linga：インド・ヒンドゥー教で崇拝される男
根形の石柱。シヴァ祠に祀られる。陽石ともいう）を表すともいわれる 
ところで、大塚久雄氏の「解説」でも著名なマックス・ウェーバー『プロテスタンテｲズムの
倫理と資本主義の精神』（岩波文庫版、373 頁以下）、について、大塚氏は「実は、ウェーバー
の見解は大変特殊だったというか、その基礎視角や用語が他の人々の場合と非常に違っていた
のです。言葉は少々悪いのですが、ひょっとすると多くの人々から常識はずれなどと言われか
ねないぐらいに違っていたのです。・・・・ところで問題点はもう一つあるのです。それは、ウェー
バーがこの『プロテスタンテｲズムの倫理と資本主義の精神』という論文が、ただ一つ孤立して
存在しているようなものではなくて、彼が生涯を賭けた広大な比較宗教社会学的研究の一部で
あり、しかもその出発点を画しているきわめて重要な研究だ、ということです。この論文が最
初発表されたのは 1905 年ですが、その後『儒教と道教』、『ヒンドゥー教と仏教』、『古代ユダ
ヤ教』等々の大規模な宗教社会学的研究がつぎつぎに発表されていきます。そして、彼の亡く
－ 76 － 
なったあとそれらが編集されて、1921 年に『宗教社会学論集』三巻として公刊されたことは周
知の通りです」（同上、374 頁）。 
その『宗教社会学論集』第二巻、『ヒンドゥー教と仏教』には、「第三部 アジアの宗派的宗
教類型と救世主的宗教類型 第六章 シヴァ信仰とリンガ崇拝」 が含まれている（池田 昭、
山折哲雄、日隈威徳訳『アジア宗教の基本的性格』（勁草書房、1970 年刊）、深沢 宏訳『ヒン
ドゥー教と仏教』（東洋経済新報社、1982 年刊）第三部 アジアの宗派的宗教類型と救世主的
宗教類型、）。そこでは、「バラモンたちは、実際、そして特に、昔から男根（リンガガムまたは
リンガ）崇拝から、そのアルコール狂騒的・性狂騒的性格を除去し、これを純儀礼主義的な神
殿礼拝に変化させることを達成した」（深沢訳、414 頁）と指摘されている。 
縷説するまでもなく、主にインドを事例としたウェーバーの考察は当然に小乗仏教の国たる
タイの「暁の寺」にも妥当しよう。かかる指摘は、ガイドブックにも、「三島由紀夫の『豊饒の
海』第三部の解説」にもふれられていないように思う。三島自身がこの「歴史的事実」を認識
していたかは判然としないが、上述二つの訳本のうち、池田・山折・日隈氏らの「訳者あとが
き」では、「大衆の宗教意識といえば、救済者信仰と呪術、あるいはその混合したものが支配し
た。救済者は、呪術的に機能するか、もしくは情緒的恍惚を齎す対象にすぎなかった。主知主
義的救拯論のめざしたグノーシスが与えられず、また、拒否した大衆は、日常利益（現世利益）
の追求のために、在来の美徳（伝統主義）の社会的実践行為や各宗派特有の儀礼戒律（儀礼主
義）の遵守をしたにすぎず、一貫した日常行為の組織化はみられなかった」（池田・山折・日隈、
前掲書、234 頁）。 
ともあれウェーバーのアジアにおける西欧化（西欧の資本主義の受容の態度）論は、・・・・
祭司階層がヒンドゥー教、儒教の組織的展開の役割を担っていたがゆえに、異質的な西欧化を
拒否したともいえようか。このように、宗教思想の組織的展開の担い手、祭司階層の階層状態
を基点に据え、アジアの近代化の動きを把握しているものと、ウェーバーのアジア論をとらえ
るならば、ウェーバーの視角は、「近代」にとどまらず、それを超えて 21 世紀のアジア諸国の
発展にも何がしかの暗示を標榜しているともいえるのではあるまいか。 
